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 夏休みにいとこと、県立博物館・美術館の作品展を見に行きました。作品展は

障がいのある小中学生の絵や、工作がかざられていてぼくのいとこの作品もあ

りました。ぼくのいとこは「発達障がい」です。 

 ある日、いとこのお母さんから発達障がいの話しを聞きました。いとこはうま

れたときから障がいがあって、気づいたのは二才のころで、四才でしゅじゅつを

しました。頭のしゅじゅつをしたので、顔がパンパンにはれて、泣いているいと

こを見て、みんなも泣いたと聞きました。かわいそうだなと思いました。 

 いとこは中学一年生ですが時計や字が読めなくて、ときどきほかのいとこに

バカにされたりします。そんなときいとこは悲しい思いをします。障がいがあっ

ても、ほかの人と同じように、「うれしい」「悲しい」「さびしい」「楽しい」「す

き」「きらい」のようにたくさんの感情をもっています。 

 いとこは、勉強はできないけど、人一倍ものおぼえがよく、一年いじょう前の

話も忘れません。またほかの人のことを気づかうことができます。たとえばとて

もつかれている人にいとこは「つかれているの だいじょうぶ。」と話しかけたり

します。もしぼくだったら、はずかしくて言えません。だから、とてもすごいと

思いました。ぼくがこのいとこのいちばんすきなところは「えがお」です。いと

こがわらうとまわりのみんなの気持ちがおだやかになります。いとこには人を

幸せにする力があるとぼくは思います。 

 ときどきいとこといっしょにいると、たいへんなときもあります。小さい子と

遊んでいるときまちがえて泣かせてしまうことがあります。またじゅんばんが

守れなくてまわりにめいわくをかけたりします。ですがぼくはそんないとこを、

ささえてあげたいです。たとえば、ほかのいとこたちに、障がいのことを分かっ

てもらって、みんなでいとこをいじめるのではなく助けてあげたいです。 

 ぼくは、みんながみんな平等ではないけど、どりょくしておたがいによいとこ

ろをいかしていけばいいと思います。パラリンピックも同じです。しょうがいが

あってもスポーツをがんばってみんなに夢や希望をあたえることができます。 

 ぼくは、いとこがいたから、障がいについてしることができました。だから、

ほかの人も障がいのことを知って、みんなで障がいのある人たちをサポートし

たら、障がいがある人もない人もみんなが幸せになると思います。 


